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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第３四半期累計期間
第33期

第３四半期累計期間
第32期

会計期間
自  平成24年３月１日

至  平成24年11月30日

自  平成25年３月１日

至  平成25年11月30日

自  平成24年３月１日

至  平成25年２月28日

売上高 （百万円） 36,210 38,962 47,840

経常利益 （百万円） 1,544 1,502 2,038

四半期（当期）純利益 （百万円） 988 919 1,144

持分法を適用した場合の
投資利益

（百万円） － － －

資本金 （百万円） 799 1,080 799

発行済株式総数 （株） 3,001,200 3,290,200 3,001,200

純資産額 （百万円） 7,672 9,457 7,829

総資産額 （百万円） 20,135 23,431 19,239

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 346.41 317.94 401.27

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 50.00

自己資本比率 （％） 38.1 40.4 40.7
 

　

回次
第32期

第３四半期会計期間
第33期

第３四半期会計期間

会計期間
自  平成24年９月１日

至  平成24年11月30日

自  平成25年９月１日

至  平成25年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 88.54 100.39
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容については、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、新たな経済政策への期待から円高是正や株価回復が

進み、景況感には改善の動きが見られるものの、実体経済への反映には至らず、依然として景気の先行

きは不透明な状況にあります。

当社の営業基盤であります東北地方においては、震災復興による建設関連が全体を牽引しているもの

の、個人消費回復の動きは弱く、冷夏や大雨等の異常気象の影響を受け、厳しい経営環境となりまし

た。

このような状況の中、当社といたしましては、ドラッグストアを岩手県に９店舗、青森県に１店舗、

秋田県に２店舗、宮城県に５店舗、山形県に３店舗を新規出店するとともに、14店舗の既存店改装を実

施し店舗活性化に努めました。また、岩手県と宮城県のドラッグストア２店舗を退店し、当第３四半期

会計期間末の店舗数は163店舗（うち調剤併設型４店舗、調剤専門薬局１店舗）となりました。

以上の結果、当第３四半期累計期間における売上高は389億6千2百万円（前年同四半期比7.6％増）、

営業利益は13億7千6百万円（前年同四半期比2.4％減）、経常利益は15億2百万円（前年同四半期比

2.7％減）、四半期純利益は9億1千9百万円（前年同四半期比7.0％減）となりました。

また、部門別の業績は次のとおりであります。

①　ヘルスケア部門

医薬品は健康食品やパップ薬等が伸長いたしました。衛生用品ではマスクや生理用品等が伸長し、

ベビー用品では紙おむつやベビーフード等が伸長いたしました。調剤も堅調に推移いたしました。そ

の結果、売上高は前年同四半期比4.8％増加し、103億3千1百万円となりました。

②　ビューティケア部門

化粧品はカウンセリング化粧品、男性化粧品等が伸張し、トイレタリーではオーラルケア、ヘアケ

ア、ボディシャンプー等が伸張いたしました。その結果、売上高は前年同四半期比4.6％増加し、74

億2千2百万円となりました。
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③　ホームケア部門

日用品は衣料用洗剤や台所用品等が伸張し、衣料品では軽衣料等が伸張いたしました。その結果、

売上高は前年同四半期比5.4％増加し、47億3千万円となりました。

④　コンビニエンスケア部門

食品では菓子、加工食品、日配品等が伸張し、酒類ではビール、焼酎等が伸張いたしました。バラ

エティ部門はペット関連商品等が伸張いたしました。この結果、売上高は前年同四半期比11.5％増加

し、164億7千7百万円となりました。

　

(2)　財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の流動資産は106億7千3百万円となり、前事業年度末に比べ23億3千4百万円

の増加となりました。主な増加要因といたしましては、現金及び預金が3億8千6百万円増加したことや

新規出店等に伴う商品の増加が17億8千8百万円あったことがあげられます。

固定資産は127億5千8百万円となり、前事業年度末に比べ18億5千7百万円の増加となりました。主な

増加要因といたしましては、新規出店に伴い建物等の有形固定資産が18億9百万円増加したことがあげ

られます。

流動負債は106億9千9百万円となり、前事業年度末に比べ24億8千6百万円の増加となりました。主な

増加要因といたしましては、買掛金が23億4千8百万円増加したこと等があげられます。

固定負債は32億7千3百万円となり、前事業年度末に比べ7千6百万円の増加となりました。主な増加要

因といたしましては、資産除去債務の増加があげられます。

純資産合計は94億5千7百万円となり、前事業年度末に比べ16億2千8百万円の増加となりました。主な

増加要因といたしましては、公募による新株式発行及び第三者割当による新株式発行を行い、資本金が

2億8千1百万円、資本剰余金が4億9千万円それぞれ増加したこと、並びに利益剰余金の増加があげられ

ます。

　

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はあ

りません。

　

(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,200,000

計 10,200,000
 

　

②　【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,290,200 3,290,200
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株であ
ります。

計 3,290,200 3,290,200 － －
 

（注）平成25年11月５日付で、当社株式は東京証券取引所市場第二部に上場しております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成25年11月１日

（注）１
200,000 3,201,200 194 994 194 1,035

平成25年11月27日

（注）２
89,000 3,290,200 86 1,080 86 1,122

 

（注）１ 有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

発行価格：2,077円　引受価額：1,947.16円　資本組入額：973.58円

　なお、公募による新株式発行と同時に、自己株式の処分による普通株式147,800株の売出しを行っており

ます。

２ 有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資）

発行価格：2,077円　資本組入額：973.58円　割当先：ＳＭＢＣ日興証券株式会社
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年８月31日）に基づく株主名簿による

記載をしております。

①　【発行済株式】

平成25年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
147,800 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,853,000 28,530 －

単元未満株式 普通株式 400 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 　 3,001,200 － －

総株主の議決権 － 28,530 －
 

（注）１　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式50株が含まれております。

２　平成25年11月１日を払込期日とする公募による新株式発行（200,000株）及び公募による自己株式の処分

（147,800株）を実施しております。また、平成25年11月27日を払込期日とする第三者割当による新株式発

行（89,000株）を実施しております。

　
② 【自己株式等】

平成25年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社薬王堂

岩手県紫波郡矢巾町大字

広宮沢第３地割242番地１
147,800 － 147,800 4.92

計 ― 147,800 － 147,800 4.92
 

（注）　平成25年11月１日を払込期日とする公募による自己株式の処分（147,800株）を実施しております。

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第63号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成25年９月１日

から平成25年11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年３月１日から平成25年11月30日まで）に

係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

　

４．金額の表示単位の変更について

当社の四半期財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載してお

りましたが、第１四半期会計期間及び第１四半期累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしま

した。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：百万円)

前事業年度
(平成25年２月28日)

当第３四半期会計期間
(平成25年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 999 1,386

売掛金 137 194

商品 6,440 8,228

貯蔵品 6 5

その他 754 858

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 8,338 10,673

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,597
※１ 7,420

土地 686 686

その他（純額） 811 797

有形固定資産合計 7,095 8,904

無形固定資産 174 229

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,756 2,668

その他 904 956

貸倒引当金 △30 －

投資その他の資産合計 3,630 3,624

固定資産合計 10,900 12,758

資産合計 19,239 23,431

負債の部

流動負債

買掛金 5,133 7,481

短期借入金 － 500

1年内返済予定の長期借入金 1,461 1,327

未払法人税等 533 77

賞与引当金 254 148

店舗閉鎖損失引当金 13 －

ポイント引当金 19 26

その他 797 1,138

流動負債合計 8,212 10,699

固定負債

長期借入金 2,459 2,472

退職給付引当金 99 107

資産除去債務 394 479

その他 243 214

固定負債合計 3,197 3,273

負債合計 11,409 13,973
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成25年２月28日)

当第３四半期会計期間
(平成25年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 799 1,080

資本剰余金 840 1,331

利益剰余金 6,268 7,045

自己株式 △78 △0

株主資本合計 7,829 9,457

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △0 0

評価・換算差額等合計 △0 0

純資産合計 7,829 9,457

負債純資産合計 19,239 23,431
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

売上高 36,210 38,962

売上原価 27,730 29,950

売上総利益 8,480 9,011

販売費及び一般管理費 7,070 7,634

営業利益 1,409 1,376

営業外収益

受取利息 18 24

受取配当金 0 0

受取事務手数料 52 66

不動産賃貸料 538 4

固定資産受贈益 18 34

その他 50 53

営業外収益合計 678 183

営業外費用

支払利息 34 26

不動産賃貸原価 507 －

株式交付費 － 9

株式公開費用 － 19

その他 1 1

営業外費用合計 543 57

経常利益 1,544 1,502

特別利益

補助金収入 － 44

抱合せ株式消滅差益 145 －

特別利益合計 145 44

特別損失

固定資産除却損 1 －

減損損失 5 －

賃貸借契約解約損 1 0

固定資産圧縮損 － 44

特別損失合計 8 45

税引前四半期純利益 1,681 1,501

法人税、住民税及び事業税 626 525

法人税等調整額 67 56

法人税等合計 693 582

四半期純利益 988 919
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【会計方針の変更等】

当第３四半期累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年11月30日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成25年３月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、これによる当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
 

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１　国庫補助金等の受領により、固定資産の取得価額から控除した圧縮記帳額

　
前事業年度

(平成25年２月28日)
当第３四半期会計期間
(平成25年11月30日)

建物 － 44百万円
 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

　
前第３四半期累計期間
(自  平成24年３月１日
  至  平成24年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自  平成25年３月１日
  至  平成25年11月30日)

減価償却費 602百万円 757百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自  平成24年３月１日  至  平成24年11月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月23日
定時株主総会

普通株式 114 40 平成24年２月29日 平成24年５月24日 利益剰余金
 

　

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間（自  平成25年３月１日  至  平成25年11月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月23日
定時株主総会

普通株式 142 50 平成25年２月28日 平成25年５月24日 利益剰余金
 

　

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

当社は、平成25年11月１日を払込期日とする公募による新株式発行及び公募による自己株式の処分を

行ったことにより、資本金が194百万円、資本剰余金（資本準備金）が194百万円、資本剰余金（その他資

本剰余金）が209百万円、それぞれ増加し、自己株式が78百万円減少しております。

また、平成25年11月27日を払込期日とする第三者割当による新株式発行（オーバーアロットメントによ

る当社株式の売出しに関する第三者割当）を行ったことにより、資本金が86百万円、資本剰余金（資本準

備金）が86百万円増加しております。

これらの結果、当第３四半期会計期間末において、資本金が1,080百万円、資本剰余金が1,331百万円、

自己株式が0百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自  平成24年３月１日  至  平成24年11月30日）

当社は、医薬品、化粧品、食料品及び日用雑貨等生活関連商品を扱う小売業を専ら営んでおり、単一セ

グメントであるため、記載を省略しております。

　

当第３四半期累計期間（自  平成25年３月１日  至  平成25年11月30日）

当社は、医薬品、化粧品、食料品及び日用雑貨等生活関連商品を扱う小売業を専ら営んでおり、単一セ

グメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 　 346円41銭 317円94銭

(算定上の基礎) 　 　 　

四半期純利益金額 (百万円) 988 919

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額 (百万円) 988 919

普通株式の期中平均株式数 (株) 2,853,395 2,892,582
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   谷　藤　雅　俊   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   木　村　大　輔   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２６年１月７日

株　式　会　社　薬　王　堂

取　締　役　会 御　中

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社薬王堂の平成２５年３月１日から平成２６年２月２８日までの第３３期事業年度の第３四半期会計

期間（平成２５年９月１日から平成２５年１１月３０日まで）及び第３四半期累計期間（平成２５年３月１

日から平成２５年１１月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社薬王堂の平成２５年１１月３０日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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